
〔Ⅱ．安全マップ作成を振り返って〕

１．どんな目標・目的を持って自転車・歩行者安全マップ作成に取り組みましたか？１．どんな目標・目的を持って自転車・歩行者安全マップ作成に取り組みましたか？
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選択肢 ①交通事故を減らす ②道路を改善してほしい ③どちらとも ④その他

◆「交通事故を減らす」が９％、「道路を改善してほしい」が１３％、「どちらとも」が６３％であった。

続く

（人）



３

回答：どちらとも

毎日の通学路のことなので、より安全に登下校してもらえれば。

女性

回答：どちらとも

子供の安全。自転車に乗ることが多いので。

女性

回答：どちらとも

子供の安全。

女性

回答：どちらとも

住民の安全。

女性

回答：どちらとも

・地球温暖化対策で車に乗らない様にするためにも、自転車、歩行者の利用しやすい道路にすべき。

女性

「どちらとも」と回答した方のご意見「どちらとも」と回答した方のご意見

回答：どちらとも

子どもの通学路の安全・地域の交通環境を知るため。

男性

回答：どちらとも

自分以外の地域の方がどうやって住んでいるか。

女性

回答：道路を改善してほしい。

子供の通学の安全性。

女性

回答：道路を改善してほしい。

子供たちの安全。

女性

「道路を改善してほしい」と回答した方のご意見「道路を改善してほしい」と回答した方のご意見

■■ご意見（選択回答別）ご意見（選択回答別）

続く

回答：どちらとも

安全な道とその反対な道を知りたい。

女性

回答：どちらとも

子供の安全を目標に親の意思の向上を目指した。

男性

回答：どちらとも

・障害を持つ方や老人の比較的多い地区なので常に危険を感じます。

女性



４

回答：その他

身近な道を正しく知っておきたかったから。

女性

回答：その他

子供の安全（交通面と防災面）。

女性

回答：その他

子供の安全。

女性

「その他・未回答」と回答した方のご意見「その他・未回答」と回答した方のご意見

回答：その他

・安全性を知りたい。

女性

回答：その他

子供たちの通学区域の情報を知りたい。

女性

回答：その他

校区内通学路の安全のため。

女性

■■まとめまとめ

・「「交通事故を減らす」が９％、「道路を改善してほしい」が１３％であっ・「「交通事故を減らす」が９％、「道路を改善してほしい」が１３％であっ
たが、「どちらとも」との答えが６３％であった。たが、「どちらとも」との答えが６３％であった。

・子供の安全・子供の安全（通学路の安全）と回答された方が多数おられた。（通学路の安全）と回答された方が多数おられた。
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15.8％（3件）

68.4％（13件）

0 20 40 60 80 100

住民の安全

障害を持つ方や老人の安全

地球温暖化対策

身近な道を知っておきたい。

子供の安全（通学路の安全）

（％）

■■選択回答以外に記入された目標・目的選択回答以外に記入された目標・目的

■■ご意見（選択回答別）ご意見（選択回答別）


